
 
 

2020年、最後の月になりました。この機会に１年間を振り返ってみませんか。楽しかったこと、苦しかった

こと、さまざまな思い出が浮かび上がってくるでしょう。 

「終わりよければすべて良し」という言葉がありますが、12 月を気持ちよく終えることは、この１年を良い

年であったと締めくくることにつながります。そのためには２つのことをやっておきましょう。１つは 2020年

に「できたこと」と「できなかったこと」を書き出すこと。もう１つは 2021年に「やってみたいこと」を書き

出すことです。もちろんすべてが実行できるわけではありませんが、行く年を振り返り、来る年の目標を立てる

ことで、有意義な１年を迎えられます。ぜひ取り組んでみましょう。 

 

 

「ときどき旅に出るカフェ」                        近藤 史恵 

 自粛期間中に本が読みたくなったので本屋さんで何かあるかなと探していた時に見つけた本

です。何気なく毎日を過ごしている主人公がある日、元同じ会社で勤めていた後輩が経営して

いるカフェに寄ります。そこでは外国のスイーツや料理が並ぶ雰囲気の良い所で、旅に出たよ

うな気分になれます。また、そのカフェからいろいろな事件が発生していくので、推理小説に

もなっています。一息つきたいと思っている人におすすめです。   3年 2組 勇内 咲穂 

「こころ」                                夏目 漱石 

 比喩表現や感情の表れがたくさん出てくるので、感情移入しやすく、自分も登場人物の 1人

になっているような気持ちになれます。主人公と自分が重なって見える場面も多々あり、次の

展開がどんどん気になります。誰しもが感じたことがあるであろう感情に向き合う姿勢を学べ

る本だと思います。 

                               3年 2組 平岡 美桜里 
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新しい図書が増えました。 

後期購入希望図書を図書室に配架しました。 

新刊コーナーに置いてあります。 

購入希望を出した人は図書室へ来てください！ 


